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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月27日(2016.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上位椎体と下位椎体との間の椎間板腔に挿入するための脊椎インプラントであって、
　近位ベース部分と、遠位端と、第１の側壁と、対向する第２の側壁と、を有するスペー
サ本体と、
　第１の側面と、第２の側面と、前面と、後面と、前記後面から延在する一対の対向する
連結フランジと、を有するプレートであって、前記プレートが、前記プレートの横方向中
心面の周りにそれぞれ配置される少なくとも１つの上部ボアホール及び少なくとも１つの
下部ボアホールを形成する、プレートと、を備え、
　前記プレートが、前記対向する連結フランジの機械的連結によって前記スペーサ本体に
固定され、
　前記少なくとも１つの上部ボアホール及び前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前
記椎間板腔内に前記脊椎インプラントを固定するために、それぞれ骨ネジを受容するよう
に適合され、
　前記一対の対向する連結フランジのうちの少なくとも１つが、前記第１の側壁及び前記
第２の側壁のうちの対応する１つの中に含まれるそれぞれの凹部内に受容されるように適
合される、内向きの突出部を有する、脊椎インプラント。
【請求項２】
　前記凹部が、それぞれの前記第１の側壁及び前記第２の側壁の一部のみに沿って延在す
る、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項３】
　前記凹部が、それぞれの前記第１の側壁及び前記第２の側壁の全体に沿って延在する、
請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項４】
　前記近位ベース部分が、前記第１の側壁と前記第２の側壁との間で測定されるとき、前
記スペーサ本体の幅より小さい幅を有する、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項５】
　前記近位ベース部分及び前記連結フランジの全幅が、合わせられると、前記スペーサ本
体の前記幅にほぼ等しい、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項６】
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　前記少なくとも１つの上部ボアホール及び前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前
記プレートに対して固定された角度で前記骨ネジを係止するために、前記骨ネジのネジ付
き頭部を受容するように適合される係止ネジ山を含む、請求項１に記載の脊椎インプラン
ト。
【請求項７】
　前記プレートの前記第１の側面が、前記椎間板腔に対して前方の位置に配置され、前記
プレートの前記第２の側面が前記椎間板腔に対して後方の位置に配置される、請求項１に
記載の脊椎インプラント。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの上部ボアホールが前記プレートの前記第１の側面に近接して配置
され、前記少なくとも１つの下部ボアホールが前記プレートの前記第２の側面に近接して
配置される、請求項７に記載の脊椎インプラント。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの上部ボアホールが、前記少なくとも１つの上部ボアホールに挿入
された第１の骨ネジが前記椎間板腔の後方側に向かう方向に角度をなすように構成され、
　前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前記少なくとも１つの下部ボアホールに挿入
された第２の骨ネジが直線方向又は前記椎間板腔の前方側に向かう方向のうちの少なくと
も１つの方向に角度をなすように構成される、請求項８に記載の脊椎インプラント。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの上部ボアホールが、前記第１の側面に近接して形成される第１の
上部ボアホールと、前記第２の側面に近接して形成される第２の上部ボアホールと、を含
み、前記第１の上部ボアホール及び前記第２の上部ボアホールが、前記プレートの前記横
方向中心面の周りにそれぞれ配置される、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前記第１の側面に近接して形成される第１の
下部ボアホールと、前記第２の側面に近接して形成される第２の下部ボアホールと、を含
み、前記第１の下部ボアホール及び前記第２の下部ボアホールが、前記プレートの前記横
方向中心面の周りにそれぞれ配置される、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前記プレートの前記横方向中心面に対して約
５度～２０度の角度で形成された中心軸を有し、前記少なくとも１つの上部ボアホールが
、前記プレートの前記横方向中心面に対して約５度～２０度の角度で形成された中心軸を
有する、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの上部ボアホールに挿入された第１の骨ネジ及び前記下部ボアホー
ルに挿入された第２の骨ネジが、前記横方向中心面の周りで対称な角度でそれる、請求項
１２に記載の脊椎インプラント。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの上部ボアホールに挿入された第１の骨ネジ及び前記少なくとも１
つの下部ボアホールに挿入された第２の骨ネジが、前記横方向中心面の周りで非対称な角
度でそれる、請求項１２に記載の脊椎インプラント。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前記プレートの前記横方向中心面からの距離
ＤＬで配置され、前記少なくとも１つの上部ボアホールが、前記プレートの前記横方向中
心面からの距離ＤＵで配置され、ＤＬ：ＤＵの比率が１：１である、請求項１に記載の脊
椎インプラント。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの下部ボアホールが、前記プレートの前記横方向中心面からの距離
ＤＬで配置され、前記少なくとも１つの上部ボアホールが、前記プレートの前記横方向中
心面からの距離ＤＵで配置され、前記距離ＤＵが、約２．７５ｍｍ～６．７５ｍｍの範囲
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であり、前記距離ＤＬが、約２．７５ｍｍ～６．７５ｍｍの範囲である、請求項１に記載
の脊椎インプラント。
【請求項１７】
　前記プレートが、約１５ｍｍ～２３ｍｍの範囲の高さＨを有し、垂直方向の前記少なく
とも１つの上部ボアホール及び前記少なくとも１つの下部ボアホールの外縁間の距離Ｑが
、約１２ｍｍ～２０ｍｍの範囲であり得る、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項１８】
　前記スペーサ本体が、外向きに延在するピラミッド型の歯をそれぞれが有する上面側及
び底面側を含む、請求項１に記載の脊椎インプラント。
【請求項１９】
　前記スペーサ本体が、そこを通って延在する中央窓を画定し、前記第１の側壁及び前記
第２の側壁が、少なくとも１つの窓を画定する、請求項１に記載の脊椎インプラント。
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